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東
京
都
青
梅
市
に
位
置
す
る
御
岳
山

は
、
古
く
は
信
仰
の
山
と
し
て
知
ら
れ

て
き
た
。
山
頂
に
は
武
蔵
御
嶽
神
社
が

あ
り
、
参
道
に
沿
っ
て
21
の
宿
坊
が
軒

を
連
ね
る
。
本
来
、
僧
や
参
拝
者
た
ち

が
泊
ま
る
場
所
だ
っ
た
が
、
戦
後
は
一

般
に
も
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　
「
当
家
も
代
々
、
御
嶽
講
を
広
め
、

多
く
の
参
拝
者
を
も
て
な
し
た
御お

し師
の

家
系
。
こ
こ
の
母
屋
は
江
戸
時
代
、
御

嶽
神
社
の
社
務
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
。
数
百
年
に
わ
た
り
山
頂
か
ら
響
く

祈
願
の
声
や
太
鼓
の
音
を
聞
き
続
け
て

き
た
建
物
と
い
っ
て
い
い
」

　

宿
坊
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
説
明
し

て
く
れ
る
の
は
、
御
岳
山
荘
の
32
代
目

に
当
た
る
金
井
格
い
た
る

氏
。
御
師
の
家
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
一
子
相
伝
の
育

て
方
を
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、

父
で
あ
る
国
俊
氏
は
親
で
あ
る
と
同
時

に
先
達
で
も
あ
っ
た
。

　
「
太
平
洋
戦
争
直
前
の
昭
和
15
年

信
仰
と
観
光
の
山
に
生
き
る

︵
１
９
４
０
︶
に
生
ま
れ
た

父
は
戦
後
、
国
学
院
大
学
で

神
職
の
資
格
を
取
得
。
実
家

に
戻
り
祖
父
を
手
伝
い
な
が

ら
母
校
の
都
立
多
摩
高
校
で

古
典
の
教
鞭
も
執
っ
た
。
息

子
か
ら
見
て
も
学
究
肌
で
、

神
社
の
故
事
来
歴
に
も
く
わ
し
い
地
域

の
知
恵
袋
の
よ
う
な
存
在
」

　

一
方
、
68
年
生
ま
れ
の
格
氏
は
東
海

大
学
菅
生
高
校
在
学
中
に
御
嶽
神
社
に

１
週
間
こ
も
り
、
行
事
作
法
や
祝の
り
と詞
を

学
ぶ
伝で
ん
ぽ
う法
に
参
加
。
卒
業
後
は
宮
城
県

に
あ
る
志
波
彦
神
社
鹽し
お

竈が
ま

神
社
神
職

養
成
所
で
２
年
間
修
行
。
さ
ら
に
、
国

学
院
大
学
の
２
部
も
修
了
し
て
い
る
努

力
家
だ
。

　
「
学
生
時
代
に
御
岳
山
に

戻
る
と
、
父
に
随
行
し
て
の

見
習
い
修
行
。
都
内
、
近
県

に
50
余
り
あ
る
講
に
所
属
す

る
人
た
ち
の
家
々
を
回
り
、

神お
ふ
だ札
を
届
け
る
な
ど
御
師
と

し
て
の
仕
事
に
慣
れ
て
い
っ

た
。
感
心
し
た
の
は
、
父
が

数
多
い
講
員
１
人
ひ
と
り
の

名
前
や
家
族
構
成
を
そ
ら
ん

じ
て
い
た
こ
と
︙
︙
」

　

御
岳
山
は
、
信
仰
の
山
で
あ
る
と
同

時
に
観
光
地
と
し
て
の
側
面
を
強
く
持

つ
。
近
年
は
外
国
人
や
ペ
ッ
ト
を
連
れ

た
登
山
者
も
急
増
し
て
い
て
、
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
乗
り
場
と
売
店
付
近
の
様
子
も

様
変
わ
り
し
た
。
そ
う
し
た
時
代
の
流

れ
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
、
80
を
過
ぎ

て
も
達
者
な
国
俊
氏
と
と
も
に
山
荘
を

守
っ
て
い
る
。　
　
　
　
︻
岡
村
繁
雄
︼

先代の仕事と教え

■ 19 ■

御岳山荘　金井格氏

■
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
東

京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
︒

　

昨
年
の
都
議
選
で
西
多

摩
と
昭
島
は
、
自
民
党
に

逆
風
だ
っ
た
２
０
１
７
年

と
同
じ
結
果
に
な
っ
た
。

保
守
の
金
城
湯
池
、
東
京

台
風
19
号
被
害　

早
期
復
旧
に
全
力

25
区
内
で
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
会
が
３
議
席
を
占
め

た
。

　

田
村　

都
議
選
は
薄
氷

を
踏
む
思
い
だ
っ
た
。
負

け
な
か
っ
た
が
、
勝
て
な

か
っ
た
選
挙
。
４
年
前
と

同
じ
結
果
に
な
っ
た
。
負

け
な
か
っ
た
の
は
、
多
く

の
方
の
支
援
の
賜
物
。
ト

ッ
プ
当
選
で
き
な
か
っ
た

の
は
私
の
力
不
足
に
尽
き

る
。
正
直
、
１
期
目
は
行

政
や
議
会
用
語
、
議
会
の

進
行
な
ど
に
慣
れ
る
の
に

大
変
だ
っ
た
。
会
社
の
会

議
な
ど
と
は
ま
る
で
違
っ

た
。
ま
た
、
与
野
党
問
わ

ず
１
回
生
の
大
半
が
区

議
、
市
議
、
議
員
秘
書
の

経
験
者
。
私
は
経
験
の
な

い
分
、
苦
労
し
た
。
そ
れ

で
も
今
は
そ
の
素
人
感

覚
、
民
間
感
覚
を
プ
ラ
ス

と
考
え
議
員
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
覚
悟
を
決

め
て
い
る
。

　

都
政
と
西
多
摩
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
都
議
１
期
目

を
振
り
返
っ
て
の
取
り
組

み
は
。

　

田
村　

２
０
１
９
年
の

台
風
19
号
で
西
多
摩
の
河

川
で
大
き
な
被
害
が
出

た
。
奥
多
摩
町
、
日
の
出

町
な
ど
で
道
路
が
崩
落

し
、
あ
き
る
野
市
山
田
で

秋
川
が
越
水
し
堤
防
が
崩

期
復
旧
工
事
を
働
き
か
け

た
。
都
が
管
理
す
る
秋
川

の
護
岸
復
旧
工
事
で
は
、

調
査
で
川
床
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
も
判
明
し
、
行

政
に
は
基
準
に
即
し
た
対

応
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

不
安
を
取
り
除
く
工
事
が

進
む
よ
う
求
め
た
。

　

西
多
摩
の
魅
力
の
発
信

に
も
前
向
き
だ
っ
た
よ
う

だ
が
。

　

田
村　

都
庁
に
行
け

ば
、
西
多
摩
の
魅
力
を
こ

れ
た
。
い
ず

れ
の
復
旧
工

事
も
地
元
議

員
と
連
携

し
、
都
に
早

　

２
０
２
１
年
の
都
議
選
で
再
選
を
果
た
し
、東
京
25
区
内
で
唯
一
、

自
民
の
議
席
を
守
っ
た
田
村
利
光
都
議
︵
54
︶
に
２
期
目
へ
の
抱
負

を
聞
い
た
。
台
風
19
号
被
害
の
復
旧
に
全
力
を
挙
げ
、
三
多
摩
格
差

の
是
正
、
西
多
摩
の
魅
力
発
信
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
語
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
聞
き
手
・
岡
村
信
良
︶

消
防
団
な
ど
三
多
摩
格
差
の

是
正
に
し
っ
か
り
向
き
合
う

西
多
摩
が
東
京
観
光
の
魅
力
に

田村利光都議　特別インタビュー

田村利光都議＝交運社社長を経
て、2017 年の都議選で初当選。
2期目。東京都議会自由民主党
政調会副会長などを務める

と
あ
る
ご
と
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
き
た
。
都
職
員
、
都

議
会
に
対
し
て
西
多
摩
は

東
京
の
大
き
な
魅
力
だ
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
う
努
力
を
し
た
。
そ
の

思
い
を
『
西
多
摩
を
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
世
界
一
都
市
へ
の

原
動
力
に
』
の
コ
ピ
ー
に

集
約
し
た
。
西
多
摩
の
観

光
振
興
が
東
京
観
光
の
魅

力
増
進
に
つ
な
が
る
こ
と

を
都
観
光
事
業
審
議
会
な

ど
で
訴
え
て
き
た
。
コ
ロ

ナ
後
を
見
据
え
、
都
民
は

も
と
よ
り
来
日
外
国
人
に

西
多
摩
に
足
を
運
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
努
力
し
た

い
。
近
く
都
は
都
心
の
居

住
者
に
向
け
た
多
摩
地
区

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を

設
け
る
予
定
で
、
そ
こ
で

も
西
多
摩
を
大
い
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

　

政
策
と
し
て
掲
げ
る
三

多
摩
格
差
の
是
正
、
都
市

基
盤
整
備
の
促
進
で
手
応

え
は
。

　

田
村　

三
多
摩
格
差
の

是
正
に
は
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
き
た
つ
も
り
だ
。

消
防
団
は
、
23
区
は
都
の

直
轄
管
理
だ
が
、
多
摩
は

自
治
体
が
管
轄
す
る
。
予

算
の
面
な
ど
で
手
薄
く
な

る
。
同
じ
条
件
を
求
め
て

い
き
た
い
。
社
会
基
盤
の

整
備
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
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4月29日～5月8日の期間はゴールデンウ
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令和4年４月の営業
＜全日＞ご昼食（11時～15時受付）のみの営業
令和4年５月の営業
＜月曜日を除く全日＞
ご昼食 （11時～15時受付）
ご夕食 （前日までのご予約制）
 （17時～19時受付・21時閉店）
＜月曜日＞
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ッ
ク
が
終
わ
り
、
都
心
部

集
中
が
一
段
落
し
た
と
思

う
。
今
度
は
多
摩
地
域
に

目
を
向
け
る
順
番
。
多
摩

川
、
秋
川
の
南
岸
道
路
の

整
備
促
進
を
訴
え
て
い
き

た
い
。
秋
川
南
岸
道
路
で

は
檜
原
村
下
元
郷
付
近
の

第
１
工
区
が
動
き
出
す
。

防
災
面
か
ら
も
ダ
ブ
ル
ル

ー
ト
と
な
る
２
つ
の
南
岸

道
路
の
早
期
開
通
を
進
言

し
て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
２
期
目
で
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と

は
。

　

田
村　

自
治
体
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ

て
い
る
が
、
行
政
境
を
越

え
た
運
行
を
考
え
て
は
ど

う
か
と
思
う
。
民
間
バ
ス

会
社
へ
の
影
響
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
乗
降
客
の
デ

ー
タ
を
取
り
、
各
自
治
体

の
負
担
割
合
な
ど
の
基
準

を
決
め
れ
ば
シ
ス
テ
ム
的

に
は
可
能
だ
と
考
え
る
。

自
治
体
間
の
相
互
乗
り
入

れ
は
利
便
性
を
上
げ
る
。

都
も
広
域
化
に
は
前
向
き

で
、
支
援
の
用
意
が
あ
る

よ
う
だ
。
ま
た
、
あ
き
る

野
市
で
は
志
清
会
の
議
員

が
デ
マ
ン
ド
型
の
公
共
交

通
を
研
究
し
、
会
員
制
で

10
人
乗
り
の
小
型
バ
ス
を

運
行
す
る
愛
知
県
豊
明
市

を
視
察
し
、
私
も
同
行
し

た
。簡
単
に
表
現
す
る
と
、

乗
る
場
所
、降
り
る
場
所
、

乗
る
時
間
、
降
り
る
時
間

を
指
定
で
き
る
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
的
な
バ
ス
だ
。

地
域
の
移
動
を
支
え
る
交

通
手
段
に
な
る
予
感
が
し

た
。
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
交
通
弱
者
へ
の
更
な
る

移
動
支
援
の
充
実
は
今
後

の
大
き
な
課
題
で
し
っ
か

り
取
り
組
み
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
社
会
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
。
変
化
の

速
度
が
速
ま
り
、
競
争
環

２
つ
の
南
岸
道
路
早
期
開
通
を
進
言

摩
に
あ
る
５
酒
蔵
と
共
催

し
、好
評
を
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
に
大
手
旅
行
会
社

の
方
が
い
て
、
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

戻
っ
た
と
き
に
、
同
社
が

力
を
入
れ
て
い
く
観
光
地

10
カ
所
に
西
多
摩
を
加
え

て
く
れ
た
。
大
き
な
成
果

に
な
っ
た
。

　

昨
年
11
月
に
は
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
を
使
っ
た
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
た
。

　

田
村　

飲
食
店
と
農
業

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
指
し

た
取
り
組
み
の
１
歩
で
、

『
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
祭
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
ク
ロ
モ
ジ
』と
題
し
、

福
生
市
の
石
川
酒
造
を
会

場
に
開
い
た
。
ク
ロ
モ
ジ

は
ク
ス
ノ
キ
科
の
落
葉
低

木
で
、
枝
は
高
級
楊
枝
の

行政境越え、コミュ
ニティバスの運行を

都政と西多摩のパイプ役として奮闘

材
料
な
ど
で
使
わ
れ
る
。

香
料
の
黒
文
字
油
が
と
れ

る
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
た

料
理
を
振
る
舞
っ
て
も
ら

い
喜
ば
れ
た
。
小
さ
な
取

り
組
み
だ
が
、
点
と
点
を

つ
な
げ
西
多
摩
の
可
能
性

を
広
げ
た
い
。
現
在
構
想

し
て
い
る
の
が
、
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
な
ら
ぬ
ニ
シ

ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
。
農
業
者

と
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
持
っ

た
飲
食
業
者
が
連
携
し
、

収
穫
し
た
も
の
を
そ
の
場

で
料
理
し
、
食
べ
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
だ
。
農

業
者
10
軒
と
飲
食
業
者
10

店
が
参
加
す
れ
ば
１
０
０

通
り
の
料
理
が
で
き
る
か

ら
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
。

　

都
議
が
前
社
長
を
務

め
、
今
年
創
業
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
交
運
社
の
記

念
事
業
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
製
作
し
て
い
る
と
聞
い

た
。

　

田
村　

交
運
社
が
創
業

し
た
翌
年
に
関
東
大
震
災

が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
生

後
１
カ
月
で
、
乳
の
飲
み

が
悪
か
っ
た
田
村
酒
造
の

先
代
半
十
郎
氏
は
東
大
病

院
で
診
察
を
受
け
た
お

り
、
付
き
添
っ
た
両
親
と

共
に
被
災
し
た
。
都
心
の

火
災
は
夜
に
な
る
と
福
生

か
ら
も
見
え
た
。
酒
造
で

は
大
騒
ぎ
に
な
り
、
親
子

を
助
け
に
行
く
手
立
て
を

考
え
た
が
、
鉄
道
は
止
ま

っ
て
い
て
、
交
運
社
の
ト

ラ
ッ
ク
で
救
出
に
向
か
う

こ
と
に
な
っ
た
。
幸
い
親

子
は
上
野
の
山
に
避
難

し
、無
事
だ
っ
た
。
当
時
、

福
生
に
た
っ
た
２
台
し
か

な
か
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
は
福

生
と
東
京
を
往
復
し
、
罹

災
者
の
輸
送
、
再
建
物
資

の
運
搬
な
ど
で
大
活
躍
し

た
そ
う
だ
。
ま
た
、
関
連

会
社
の
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
多

摩
は
東
日
本
大
震
災
後
、

炊
き
出
し
や
寄
付
な
ど
被

災
地
支
援
を
行
っ
て
い
る

が
、
創
業
直
後
の
こ
の
出

来
事
が
原
点
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
。
万
一
の
際
に

役
立
ち
た
い
と
現
社
長
の

田
村
勝
彦
の
発
案
で
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
は
製
作
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
先
ほ
ど

述
べ
た
通
り
私
自
身
も
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

に
か
か
わ
っ
た
経
過
も
あ

り
２
人
の
思
い
が
一
致
し

た
。
首
都
直
下
地
震
が
起

き
た
際
、
都
心
に
１
番
近

く
震
度
４
程
度
で
お
さ
ま

る
地
域
は
西
多
摩
に
な

る
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
所

有
す
る
仲
間
が
協
力
し
、

23
区
の
自
治
体
や
施
設
と

災
害
時
応
援
協
定
な
ど
を

結
ん
で
お
け
ば
、
要
請
を

受
け
迅
速
に
炊
き
出
し
に

駆
け
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

時
代
変
化
は
速
度
を
増

す
ば
か
り
だ
が
、
三
多
摩

格
差
の
是
正
、
西
多
摩
の

魅
力
の
発
掘
、
発
信
に
大

い
に
期
待
し
た
い
。

　

田
村　

西
多
摩
の
魅

力
、
価
値
を
都
に
見
直
し

て
も
ら
う
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
た
だ
、
西
多
摩
が

港
区
と
同
じ
に
な
っ
て
も

し
ょ
う
が
な
い
。
西
多
摩

境
の
変
化
に
よ
り
異
業
種

へ
の
参
入
な
ど
企
業
経
営

が
変
わ
り
、
雇
用
や
働
き

方
の
変
化
で
は
テ
レ
ワ
ー

ク
、
副
業
が
広
が
っ
て
い

る
。
働
く
時
間
と
場
所
が

自
由
に
な
る
中
で
、
西
多

摩
に
変
化
は
起
き
る
か
。

西
多
摩
の
優
位
性
を
ど
う

掘
り
起
こ
し
て
い
く
か
。

　

田
村　

優
位
性
と
い

う
よ
り
特
異
性
が
出
て

き
た
と
感
じ
て
い
る
。

１
４
０
０
万
都
民
に
向
け

知
名
度
が
上
が
っ
た
と
思

う
。
テ
レ
ワ
ー
ク
が
進

み
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

注
目
さ
れ
る
中
、
西
多
摩

で
も
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
例
え
ば
奥
多
摩
町

に
あ
る
お
く
た
ま
海
沢
ふ

れ
あ
い
農
園
は
農
地
と
ロ

ッ
ジ
を
年
間
契
約
で
市
民

に
貸
し
出
す
取
り
組
み
だ

が
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

農
業
版
と
言
え
る
。
ワ
ー

ク
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
と
い
う

も
の
で
新
し
い
可
能
性
を

感
じ
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
し
た
ま

を
立
ち
上
げ
た
が
、
取
り

組
み
と
成
果
は
。

　

田
村　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
し
た
ま
は
昨
年
４
月

に
『
新
し
い
お
花
見
の
カ

タ
チ
２
０
２
１
』
を
西
多

の
良
さ
が
東
京
に
必
要
だ

と
認
め
ら
れ
る
よ
う
し
っ

か
り
仕
事
を
し
、
成
果
を

残
し
て
い
き
た
い
。

　

世
界
で
は
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
注
目
が

集
ま
り
、
今
後
国
会
で
は

外
交
や
安
全
保
障
の
問
題

が
論
議
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

田
村　

今
回
の
侵
攻
が

外
交
、
安
全
保
障
、
経
済

関
係
の
論
議
の
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
は
確
か
だ
。

政
府
に
は
情
報
収
集
能
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
。
事
実
を
知

る
こ
と
の
大
切
さ
を
思
い

知
る
戦
争
と
な
っ
て
い

る
。

　

お
忙
し
い
中
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

２
月
24
日
、
福
生
市
福

生
の
田
村
事
務
所
で
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
の
経
済
対
策
で
、
４
月

１
日
か
ら
同
28
日
ま
で
実

施
さ
れ
て
い
る
地
域
ブ
ロ

ッ
ク
割
が
５
月
31
日
ま
で

延
期
さ
れ
る
。
地
域
ブ
ロ

ッ
ク
割
は
都
道
府
県
が
実

施
す
る
住
民
向
け
の
旅
行

割
引
「
県
民
割
」
の
対
象

を
拡
大
し
た
も
の
。

　

た
だ
、
東
京
都
は
小
池

知
事
の
判
断
で
参
加
し
て

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
東
京
不
参
加
に
不
満
の
声

い
な
い
。
東
京
25
区
管
内

の
観
光
業
者
や
住
民
か
ら

は
「
首
都
圏
３
県
は
実
施

し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
東

京
は
や
ら
な
い
」
と
疑
問

の
声
も
出
て
い
る
。
延
長

措
置
を
受
け
、
引
き
続
き

参
加
を
見
送
る
な
ら
不
満

は
高
ま
る
と
見
ら
れ
る
。

　
「
県
民
割
」
は
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
の
代
替
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
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　　　　　　リアルてらこや（小・中学生、高校生）
毎月第２土曜日午前９時～ 12 時　4月は 9日　無料、　来月はNIE(Newspaper In Education：教育に新聞を）
の活動を行う鹿野川喜代美さんが、子供たちとNIE の実践をします。NIE は新聞を使って実際の記事から、
一人ひとりの子供たちの興味や疑問を深く掘り下げ、子供たち自身が自分自身で考えていく力を養ってくれ
る導きです。鹿野川さんは元国語教師。エネルギッシュでとても優しく明るい女性です。

寺は文化の発信地　創ろう地域の文化を人から歴史から

そうぜんじ便り―卯月

羽村市川崎 2丁目 8-20　☎ 042-554-1276臨済宗建長寺派  宗禅寺

  第 65回土曜講座（お茶代 300 円）　４月 23 日 13 時～ 16 時　
〇仏教講座・日本仏教史室町時代「戦国武将と仏教」　住職　高井和正
【羽村の文人中里介山忌によせて】
〇「中里介山を語るその６」　　  中里介山研究家　宗禅寺文庫長　島田 秀男 先生
〇「中里介山長編小説『大菩薩』から講談「お浜殺し」　」　講談師　菊地 玉雲 師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生無料。予約不要。檀信徒以外の方の参加大歓迎。


